
ダウンロードしてインストール
※ Windows用です。講師の環境
ではWindows 10でも動作する
ことを確認しています。



1. 核種を選ぶ 2. 対象と年齢を選ぶ（※1）

※1 対象はPublicに✓、年齢は複数選択可能

3. 経口摂取か吸入
なのか選ぶ（※2）

※2 吸入（Inhalation）の場合、吸入する粒子径も選ぶ

4. Addで命令を
実行行列に追加

5. Runでデータ
が表示される



組織別の等価線量が縦に並び、最下行が実効線量

左から順に摂取後一定期間の線量が並び、右端が生涯積算被ばく量（※）

※成人は摂取後50年、
未成年は70歳まで

複数年齢を選択して実行した場合、この矢印で年齢を切り替える


